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１. 本事業での活動目的 

土壌に住む発電能力を持った菌「発電菌」を利用し、光合成由来のバイオマスを使って発電する

植物電池を開発している。植物電池は土壌と植物があればどこでも発電できるため、太陽光発電

と異なり光の届かない山林内や農地、室内での利用、また投資コストの抑制が期待できる。本技

術を今後の成長が期待できる農業分野の IoT センサー用の電源として販売するビジネスモデル

を検証する。 

 

２. 総合所見 

事業化説に基づいたヒアリングを積極的に行いニーズを明確化し、ビジネスモデルを精緻化した

点を高く評価する。プログラム終了後も事業会社との共同研究やコンソーシアム構築を進めており、

着実に事業化を進めていくことを期待する。 
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